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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、『

改
革』

と
い
う
言
葉
が
行
政
担
当
者
の
常
套
語

と
し
て
使
わ
れ
、
職
員
や
住
民
の
意
識
の
中
に
も
浸
透
し
根

付
い
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
が
、
国
や
県
の
施
策
で

は
一
律
の
公
共
事
業
の
見
直
し
や
補
助
金
削
減
が
先
行
し
、

生
活
基
盤
整
備
の
ま
だ
十
分
で
な
い
地
方
や
農
村
は
都
市
と

の
格
差
が
開
く
ば
か
り
で
す
。

し
か
も
二
大
政
党
化
が
進
む
な
か
で
人
口

(

有
権
者)

の

多
い
都
市
施
策
の
議
論
は
活
発
で
す
が
、
農
政
や
農
村
政
策

は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
残
念
で
す
。

し
か
し
、
責
任
を
他
に
転
嫁
し
て
問
題
が
解
決
さ
れ
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
厳
し
さ
を
バ
ネ
に
、
よ
り
一
層
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

我
が
町
で
は
昨
年
、
念
願
の
南
白
亀
川
新
橋
が
開
通
し
、

ま
た
介
護
予
防
と
地
域
交
流
の
拠
点
と
し
て
３
地
区
同
時
に

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
一
方
、
長
年
の
懸

案
で
あ
っ
た
内
谷
川
の
改
修
事
業
も
松
潟
橋
の
架
け
替
え
と

潮
止
堰
が
着
工
に
な
り
、
ハ
ー
ド
事
業
も
一
応
の
進
捗
が
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
、
当
然
な
が
ら
あ
れ
も
こ
れ

も
の
施
策
拡
大
化
は
不
可
能
、
こ
れ
だ
け
は
ど
う
し
て
も
の

施
策
精
選
型
に
な
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

(

地
域
社
会)

づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
、
自
治
会
活
動
の
活
性
化
、
子
育
て
支
援
事

業
の
一
環
で
あ
る
学
童
保
育
の
拡
充
、
ゆ
と
り
と
学
力
低
下

が
議
論
さ
れ
て
い
る
教
育
問
題
の
新
た
な
展
開
と
し
て
二
学

期
制
の
試
行
導
入
等
、
基
礎
基
本
を
大
切
に
し
た
施
策
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
問
題
は
、
昨
年
８
月
に
法
定
協
議
会

が
設
置
さ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
４
回
の
会
議
が
開
か
れ
、
議
論

も
徐
々
に
核
心
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

是
非
の
判
断
は
い
う
ま
で
も
な
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
意
義
な
議
論
が
十
分
に
で
き
る
よ
う
、
情
報
提
供
を
き

め
細
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
参
加
と
協
力
を
お
願

い
し
、
新
し
い
年
が
少
し
で
も
笑
顔
の
多
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
平
成
16
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
儀
、12
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
第
28
代
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
、
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
会

に
課
せ
ら
れ
た
重
責
を
認
識
し
、公
平･

公
正
を
旨
と
し
て
円

滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、町
民
福
祉
の
向
上
、郷

土
の
ゆ
る
ぎ
な
い
発
展
を
目
指
し
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

戦
後
50
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
、
世
の
中
の
仕
組
み
や

制
度
、
既
成
概
念
な
ど
の
変
革
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
機
能
し
て
い
た
政
治
や
経
済
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
の
組
織
や
制
度
の
機
能
が
低
下
し
て
ほ
こ
ろ
び
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
、
国
で
は
行
財
政
改
革
、
制
度
改
革
を
打
ち

出
し
て
急
激
な
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
に
対

し
て
は
地
方
分
権
施
策
の
一
環
と
し
て
全
国
的
な
市
町
村
合

併
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
長
生
郡
市
で
も
以
前
か
ら
広
域
市

町
村
圏
組
合
等
に
よ
る
広
域
行
政
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
、
更
に
長
生
郡
市
の
７
市
町
村
の
合
併
問
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
昨
年
の
８
月
に
長
生
郡

市
の
法
定
合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
審
議
し
て
い
ま
す
。
こ

の
問
題
は
、
白
子
町
の
将
来
を
方
向
付
け
る
上
で
も
大
変
重

要
な
課
題
で
す
。

合
併
問
題
を
取
り
上
げ
る
と
き
、
常
に
財
務
の
問
題
が
最

初
に
話
題
と
な
り
ま
す
。
確
か
に
困
窮
す
る
国
や
県
の
財
務

を
原
因
と
し
て
、
市
町
村
に
振
り
向
け
ら
れ
る
地
方
交
付
金

な
ど
も
年
々
減
少
し
て
地
方
行
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
市
町
村
合
併
と
い
う

と
ら
え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
は
市
町
村

の
合
併
は
手
段
で
あ
り
、
行
政
の
目
的
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
再
認
識
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
目
的
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
今
ま
で
我
が
町
が
培
っ
て
き
ま
し
た
伝
統
や
文
化
の
継

承
や
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
町
民

の
福
祉
の
向
上
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
あ
ら
ゆ
る

方
向
に
耳
を
傾
け
、
適
切
な
対
応
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
併
せ
て
本
年
も
皆
様
に
と
り

ま
し
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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◆
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
12
月
１
日
以

降
に
公
示
又
は
告
示
さ
れ
た
選
挙
か
ら
期
日
前
投

票
制
度
が
適
用
さ
れ
、
投
票
管
理
者
と
立
会
人
が

必
要
と
な
り
、
本
条
例
の
所
要
の
改
正
が
さ
れ
ま

し
た
。
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◆

｢

潮
の
香
の
湯
宿

浜
紫｣

が
国
際
観
光
ホ
テ
ル

整
備
法
の
規
定
に
よ
る
旅
館
に
登
録
さ
れ
、
同
法

第
32
条
に
よ
り
同
旅
館
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
地

方
税
法
第
６
条
第
２
項
に
規
定
す
る
不
均
一
課
税

と
い
う
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ

れ
、
所
要
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。
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◆
中
里
住
宅
の
２
棟
は
耐
用
年
数
が
経
過
し
、
住
宅

と
し
て
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
危
険
な
状
態
に
あ

る
た
め
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
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(

単
位：

千
円)

国
民
健
康
保
険
保
険
基
盤
安
定
国
庫
負
担
金

３
�３
３
２

高
校
総
体
施
設
整
備
補
助
金

２
０
�０
０
０

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△
９
４
�１
３
８

臨
時
財
政
対
策
債

１
１
２
�９
０
０

�
	
�
�
�
�
�
�

地
区
集
会
施
設
整
備
事
業
補
助
金

４
�５
０
０

納
期
前
納
付
報
奨
金

１
�４
８
２

身
障
施
設
訓
練
等
支
援
費

１
�８
２
９

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
操
出
金

８
�３
３
４

一
宮
聖
苑
組
合
負
担
金

△
６
�９
８
７

千
葉
ブ
ラ
ン
ド
園
芸
産
地
整
備
事
業
補
助
金

５
�２
９
２

千
葉
の
花
植
木
産
地
整
備
事
業
補
助
金

△
８
�４
４
７

高
校
総
体
受
入
体
制
整
備
事
業
補
助
金

２
４
�０
０
０

街
路
灯
建
設
事
業
補
助
金

１
�７
１
１

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
助
成
金

△
２
�２
５
０
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(
単
位：

千
円)

国
庫
支
出
金

２
�３
１
０

療
養
給
付
費
等
交
付
金

３
�４
４
８

県
支
出
金

２
�３
１
０

繰
入
金

８
�３
３
４

�
	
�
�
�
�
�
�

保
険
給
付
費

１
８
�５
３
２
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第
４
回
長
生
郡
市
合
併
協
議

会
が
12
月
10
日

(

水)

、
長
南

町
で
開
か
れ
、
新
市
の
名
称
や

町
・
字
名
の
取
扱
な
ど
９
項
目

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
も
３
時
間
以
上

に
わ
た
る
慎
重
審
議
と
な
り
、

各
市
町
村
の
委
員
に
よ
り
、
活

発
な
意
見
交
換
、
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

会
議
の
は
じ
め
に
、
新
市
建

設
計
画
策
定
小
委
員
会
で
11
月

18
日
に
行
っ
た
郡
内
施
設
な
ど

の
視
察
の
結
果
に
つ
い
て
、
篠

瀬
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し

た
。協

議
事
項
で
は
、
前
回
か
ら

継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た
新
市

の
名
称
の
決
定
方
法
に
つ
い
て

活
発
な
論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

｢

協
議
会
で
決
定
す
べ
き｣

と

｢

小
委
員
会
を
設
置
し
て
十
分

に
検
討
す
べ
き｣

と
意
見
が
分

か
れ
、
決
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、

小
委
員
会
を
設
置
し
た
ほ
う
が

よ
い
と
い
う
意
見
が
数
で
は
多

か
っ
た
も
の
の
、
規
定
の
３
分

の
２
以
上
に
届
か
な
か
っ
た
た

め
、
再
度
継
続
審
議
と
な
り
、

次
回
に
も
ち
こ
さ
れ
ま
し
た
。

町
・
字
名
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
新
市
の
名
称
の
次
に
現

在
の
字
名
を
使
う
こ
と

(

例:

○
○
市
浜
宿)

が
提
案
さ
れ
ま

し
た
が
、
一
宮
町
の
委
員
か
ら

間
に
一
宮
を
入
れ
た
い

(

例:

○
○
市
一
宮
新
地)

と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
結
論

が
出
ず
、
次
回
へ
継
続
審
議
と

な
り
ま
し
た
。

次
回
は
１
月
13
日

(

火)

、

午
後
１
時
30
分
か
ら
長
生
村
役

場
で
、
財
産
の
取
扱
い
や
介
護

保
険
事
業
の
取
扱
い
な
ど
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

次
回
の
傍
聴
席
は
30
席
用
意

さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る

方
は
、
午
後
１
時
15
分
ま
で
に

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
人

数
が
多
い
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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区 分 給 料 月 額 等

給 料

町 長
助 役
収 入 役
教 育 長

788,000円
639,000円
608,000円
577,000円

報 酬
議 長
副 議 長
議 員

284,000円
237,000円
213,000円

期末手当

町 長
助 役
収 入 役

(平成14年度支給割合)
６月期 2.05月
12月期 2.10月
３月期 0.45月
計 4.60月

議 長
副 議 長
議 員

(平成14年度支給割合)
６月期 2.05月
12月期 2.10月
３月期 0.45月
計 4.60月

������ (�)

�
��� �������

調整手当

支 給 対 象 地 域 白 子 町 全 域

支 給 率 2％

支 給 対 象 職 員 全 職 員

支給対象職員１人当たり平均支給年額
(平成14年度決算) 71,455円

�
��� �������

時間外勤務手当

平成13年度
支 給 総 額 16,793千円

職 員 １ 人 当 た り
支 給 年 額 137千円

平成14年度
支 給 総 額 11,531千円

職 員 １ 人 当 た り
支 給 年 額 97千円

�

�
��� �������

特殊勤務手当
(平成14年度)

区 分 全 職 種

職員全員に占める手当支給職員の割合 1％

支給対象職員１人当たりの平均支給年額 12,000円

手 当 の 種 類 ( 手 当 数 ) ４

手当の名称
技術職員手当､ 防疫手当､ 危険手当､
行旅病人・死亡人取扱手当

�
��� �������

区 分 内 容
国の制度
との異同

扶養手当

●配偶者 16,000円
●配偶者以外の扶養親族
○１人目
配偶者が扶養親族の場合 6,000円
配偶者が扶養親族でない場合 6,500円
○２人目 6,000円
○３人目から １人 3,000円
満16歳の年度初めから満22歳の年度末
までの子がいる場合の加算 １人 5,000円

同 じ

住居手当

●借家の場合 家賃に応じて 27,000円
(家賃12,000円を を限度に支給
超える場合に限る)

●自宅の場合 4,300円

異 な る
一 部 国 の
制度と同じ

通勤手当

●電車､ バスを利用する場合 全額支給
●乗用車を利用する場合 使用距離に応じて 2,000円

から25,970円を支給

異 な る
一部千葉県の
制度と同じ

������������ (各年４月１日現在)

区 分 � � � ���

�	�
主 な 増 減 理 由

部 門 平成14年 平成15年

一
般
行
政
部
門

議 会 2 2

総 務 24 25 1 県市町村課に派遣研修

税 務 9 9

民 生 38 38

衛 生 15 15

農林水産 12 12

商 工 8 8

土 木 15 15

小 計 123 124 1

特 別
行政部門

教 育 22 23 1 事務事業の充実

小 計 22 23 1

普 通 会 計 145 147 2

公営企業等
会計部門

そ の 他 27 26 △1 事務の統廃合により縮小

小 計 27 26 △1

合 計 172 173 1

(注) 職員数は､ 一般職に属する職員数であり､ 休職者､ 派遣職員を含み､
臨時または非常勤職員を除いています｡
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区 分

白 子 町 県 国

初任給
採用２年
経 過 日
給 料 額

初任給
採用２年
経 過 日
給 料 額

初任給
採用２年
経 過 日
給 料 額

一
般
行
政
職

大学卒
円

171,500
円

185,600
円

178,400
円

191,600
円

171,500
円

185,600

高校卒
円

144,000
円

155,000
円

144,000
円

155,000
円

139,500
円

149,200

�	
�������������


区 分
住民基本
台帳人口
(年度末)

歳 出 額

Ａ

実質収支 人 件 費

Ｂ

人件費率

Ｂ／Ａ

(参考)
平成13年度
の人件費率

平成14年度
平成15.3.31
13,578人

千円
4,109,515

千円
129,488

千円
1,115,210 27.1％ 27.8％

(注) 人件費には､ 特別職に支給される給料､ 報酬等を含みます｡

��
 !"#��$%��&���

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

計標準的な
職務内容

主事補
技師補

主 事
技 師

主任主事 副主査
係 長
主査補

主 査 課長補佐
課 長
主 幹

職員数(人) 13 10 17 9 7 5 4 12 77

構成比(％) 16.9 13.0 22.0 11.7 9.1 6.5 5.2 15.6 100

参

考

１年前の
構成比(％)

16.0 17.0 20.0 6.0 11.0 8.0 5.0 17.0 100

５年前の
構成比(％)

14.7 25.3 14.7 21.3 12.0 9.3 2.7 － 100

(注) １. 白子町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です｡
２. 標準的な職務内容とは､それぞれの級に該当する代表的な職務です｡

�'
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区 分
職 員 数

Ａ

給 与 費
１人当たり
給 与 費
Ｂ／Ａ給 料 職員手当

期末勤勉
手 当

計 Ｂ

平成15年度
人
140

千円
505,986

千円
61,442

千円
211,718

千円
779,146

千円
5,565

(注) １. 職員手当には退職手当は含みません｡
２. 職員数は､ 特別職(町長､ 助役､ 収入役)教育長及び長生郡市広域
市町村圏組合への派遣者を含みません｡

�+
����,�-�./�,�(�.
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区 分

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料
月 額

平均給与
月 額

平均年齢
平均給料
月 額

平均給与
月 額

平均年齢

白子町
円

295,582
円

322,601
歳

38.3
円

287,913
円

303,716
歳

52.1

県
円

375,647
円

461,395
歳

43.6
円

335,814
円

385,413
歳

48.5

�4
���56�&/78%�,�-�.���

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 255,300円 282,500円 356,700円

高校卒 228,700円 261,366円 307,050円

(注) 経験年数とは､ 卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は､
採用後の年数をいいます｡

�9
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区分 白 子 町 国

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

(平成14年度支給割合) (平成14年度支給割合)

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６ 月 期 1.45月分 0.60月分 ６ 月 期 1.45月分 0.60月分
12 月 期 1.55月分 0.55月分 12 月 期 1.55月分 0.55月分
３ 月 期 0.50月分 ３ 月 期 0.50月分
計 3.50月分 1.15月分 計 3.50月分 1.15月分

職制上の段階､ 職務の
級等による加算措置

有
職制上の段階､ 職務の
級等による加算措置

有

退

職

手

当

(支給率) 自己都合 勧奨･定年 (支給率) 自己都合 勧奨･定年

勤 続 20 年 21.0 月分 34.65月分 勤 続 20 年 21.0 月分 28.875月分
勤 続 25 年 33.75月分 44.55月分 勤 続 25 年 33.75月分 44.55 月分
勤 続 35 年 47.5 月分 62.7 月分 勤 続 35 年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分 最高限度額 60.0 月分 62.7 月分

その他の加算措置 定年前早期退職
特例措置
２％～20％加算

その他の加算措置 定年前早期退職
特例措置
２％～20％加算

退職時特別昇給 勧奨･定年退職者
１号給

退職時特別昇給
１号棒

１人当たり
平均支給額 9,193千円

(注) 退職手当の１人当たりの平均支給額は､ 前年度に退職した全職種に係る職員に
支給された平均額です｡
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以
前
は
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
時
に

よ
く
作
ら
れ
て
い
た
太
巻
き
寿
司

で
す
が
、
最
近
で
は
巻
け
る
人
も

少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

12
月
５
日
、
米
消
費
拡
大
事
業

の
一
環
と
し
て
、
農
業
者
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
で
太
巻
き
寿
司
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
若
い
主
婦
の
方
も

多
く
、
こ
の
日
は
比
較
的
簡
単
な

｢

さ
ざ
ん
か｣

と｢

バ
ラ｣

に
挑
戦
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
方
が
講
師
で
初

め
に
手
本
を
見
せ
ま
し
た
が
、
実

際
に
自
分
で
や
っ
て
み
る
と
寿
司

飯
の
分
量
や
模
様
を
作
る
ポ
イ
ン

ト
が
難
し
い
よ
う
で
、
何
度
も
聞

い
た
り
隣
の
人
と
確
か
め
あ
っ
た

り
し
な
が
ら
巻
い
て
い
ま
し
た
。

巻
き
終
わ
っ
た
お
寿
司
に
包
丁

を
入
れ
、
き
れ
い
に
模
様
が
で
き

て
い
る
と
、｢

わ
ぁ
見
て
。
先
生

で
き
ま
し
た
。｣

と
、
子
ど
も
の

よ
う
に
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

｢

や
っ
ぱ
り
難
し
い
で
す
ね
。

何
回
も
や
ら
な
い
と
う
ま
く
で
き

な
い
。
家
で
も
や
っ
て
み
ま
す
。｣

と
話
し
、
出
来
上
が
っ
た
お
寿
司

を

｢

家
に
持
っ
て
か
え
っ
て
家
族

に
み
せ
よ
う
。｣

と
う
れ
し
そ
う
に

包
ん
で
い
ま
し
た
。

������ (�)

平
成
十
四
年
十
月
に
九
十
九
里

浜
の
侵
食
問
題
を
含
め
た

｢

千
葉

県
東
沿
岸
保
全
基
本
計
画
第
一
回

検
討
委
員
会｣

が
開
催
さ
れ
す
で

に
一
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

計
画
に
期
待
し
、
ひ
た
す
ら
策
定

を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

浜
宿
の
海
岸
道
路
沿
い
の
整
備

の
進
捗
が
楽
し
み
で
、
工
事
現
場

に
よ
く
出
か
け
ま
す
。
し
か
し
、

雑
木
林
が
伐
り
開
か
れ
た
頃
か
ら

周
辺
の
枯
死
し
た
松
が
目
立
ち
は

じ
め
ま
し
た
。

昨
年
、
三
重
県
へ
出
か
け
た
折
、

城
や
神
社
、
松
並
木
な
ど
で
、
栄

養
剤
を
注
入
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
入
れ
を
し
た
松
を
見
か
け

ま
し
た
が
、
枯
れ
松
は
ま
っ
た
く

記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
松
枯
れ
は
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
と
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
の
共
生
関
係
に
よ
る
も
の

で
す
。
枯
れ
は
じ
め
た
松
に
は
カ

ミ
キ
リ
と
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
ぎ
っ
し

り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
春
に
な
る

と
カ
ミ
キ
リ
は
蛹

(

さ
な
ぎ)

に

な
り
、
五
月
〜
六
月
に
羽
化
し
て

新
し
い
松
に
移
動
し
ま
す
が
、
こ

の
時
、
一
匹
の
カ
ミ
キ
リ
が
一
万

五
〇
〇
〇
匹
以
上
も
の
セ
ン
チ
ュ

ウ

(

６
ミ
リ
〜
９
ミ
リ
と
い
う
ミ

ミ
ズ
状
の
生
物
で
す)

を
身
に
つ

け
て
い
ま
す
。
カ
ミ
キ
リ
が
新
し

い
松
を
食
い
始
め
る
と
、
そ
の
傷

口
か
ら
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
松
に
侵
入

し
て
増
殖
を
く
り
返
し
、
樹
液
の

通
う
水
分
通
導
組
織
を
破
壊
し
、

松
を
枯
ら
し
ま
す
。
カ
ミ
キ
リ
は

必
ず
枯
れ
は
じ
め
た
松
に
産
卵
し

ま
す
が
、
新
し
い
松
だ
と
松
ヤ
ニ

で
卵
が
や
ら
れ
る
た
め
で
す
。

こ
う
し
て
カ
ミ
キ
リ
が
セ
ン
チ
ュ

ウ
を
新
し
い
エ
サ
と
な
る
松
に
運

ぶ
代
わ
り
に
、
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
カ

ミ
キ
リ
が
産
卵
し
や
す
い
枯
れ
松

を
つ
く
り
、
共
生
関
係
が
成
り
立

ち
ま
す
。
枯
れ
松
を
放
置
す
れ
ば

次
々
と
新
し
い
松
へ
カ
ミ
キ
リ
と

セ
ン
チ
ュ
ウ
は
移
動
し
ま
す
。

南
九
十
九
里
浜
の
枯
れ
松
を
見

る
た
び
に
、
こ
れ
を
伐
り
倒
す
運

動
が
お
こ
ら
な
い
か
な
、
お
こ
っ

た
ら
参
加
し
手
伝
わ
せ
て
も
ら
い

た
い
な
と
、
以
前
か
ら
そ
う
思
い

続
け
て
き
ま
し
た
。

だ
い
ぶ
前
の
こ
と
で
す
が
、
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

(

非
営
利
法
人)

か
ら

｢

運
動
に
参
加
し
て
、
簡
単
な
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
無
料
で
制
作
し
て
く

れ
な
い
か｣

と
い
う
メ
ー
ル
が
あ

り
、
高
齢
者
や
身
障
者
の
た
め
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
る
奉
仕
活

動
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存
在
を
知
り

ま
し
た
。
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
ア

イ
デ
ア
に
感
心
も
し
ま
し
た
。

県
の
環
境
講
座
を
受
講
し
た
知

人
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
誘
わ
れ
ま
す
が
、

白
子
町
に
も
誕
生
す
る
か
ら
と
断
っ

て
い
ま
す
。

(

高
橋
昭
彦)

『

九
十
九
里
浜
の
詩』

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
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氏 名 保護者 自 治 区

大和久 愛
あい

加
か

久太郎 関 東

三 浦 え な 学 古 所 西

御 園 奈
な

々
な

啓 志 中 里 中

渡 邉 妃
ひ

那
な

義 昭 浜 宿 西

野 口 來怜亜
く れ あ

博 教 剃 金 西

齊 � 大
だい

地
ち

正 春 牛 込 中

氏 名 年齢 世帯主 自 治 区

齋 � まさ子 80 和 北高根西

吉 原 秀 昌 61 操 牛 込 西

今 関 弘 80 孝 南 川 岸

金 坂 花 子 83 英 夫 牛 込 東

峯 嶋 長 � 77 壽 江 中 里 東

大多和 正 治 88 正 関 南

田 � き の 85 文 孝 五 井 西

渡 � 節 85 志津夫 関 南

金 森 利 夫 76 進 南 日 当

宗 嶋 靖 夫 62 寛 明 幸 治 西

石 井 か つ 87 正 雄 関 西

� 橋 勉 41 久 視 中 里 中
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������������������������������������
平成３年からボランティアでお弁当の配食サ
ービスを始め､ 今年で12年｡ その長年の取り組
みが認められ､ 白子町給食ボランティア (代表
徳若順子さん) が日本善行会から表彰を受けま
した｡
今では月に２回､ 98名の独り暮らしの老人の

方に温かいお弁当を届けています｡
４つの班とＪＡ女性部の方などが交代で調理

し､ 配食係 (４名) が地区の民生委員さんに届
け､ 民生委員さんが戸別に配達します｡ 単にお
弁当を届けるだけでなく､ 配達時に受けた相談
などを社会福祉協議会に報告するなど､ 配達の
機会を生かして皆さんの声を聴くようなシステ
ムになっています｡
旬の食材を使い､ うす味を心がけ､ 独り暮ら

しだとあまり作らない揚げ物や煮物などを入れ､
中学生が描いた紙でラッピングするなど楽しく
食事ができるように工夫もされ､ 喜ばれている
そうです｡
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新成人をお祝いし下記のとおり成人式を行ないます｡
� � １月11日� 受付 9:30～ 式典 10:00～
��� 青少年センター ホール
��� 昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生
※該当者には個別に通知をしましたが､ 万一届かな
い場合であっても直接会場へおいでください｡

平成15年３月31日までに母子手帳をもらい､ 妊娠期間
中､ 白子町に住所があった方は､ 健康診査にかかった費
用 (保険外) のうち､ 上限４万円まで (１回５千円以内
×８回以内) 助成を受けられます｡
申請期限は､ 平成16年３月31日です｡ まだ申請してい
ない方は､ 母子手帳・領収書・印鑑を持参の上､ 保健福
祉課保健係 (健康管理センター) へ申請してください｡
なお､ この制度は現在廃止となっています｡ 平成15年
４月１日以降に母子手帳をもらった方は対象になりませ
んのでご注意ください｡
�	
�� 保健福祉課保健係 �33-2111(内501)

妊婦が妊娠初期に風しんに感染すると先天性風しん症
候群と呼ばれる児 (心臓の奇形､ 白内障､ 聴力障害など)
が生まれる可能性が高くなりますので､ 妊娠前に予防接
種を受けておくことが大切です｡ また､ 流行を防ぐため
には女性だけでなく､ 男性も予防接種を受けておくこと
が必要です｡ 予防接種を受けると95％以上の方に風しん
抗体の陽転が見られ､ 20年近く持続し感染による風しん
の発症を防ぐことができます｡ 風しんにかかったことが
ない方､ また予防接種を受けていない方はぜひ予防接種
を受けてください｡ ただし､ 妊娠の可能性のある方は妊
娠していないことを確かめ､ 予防接種後最低２か月は妊
娠を避けるよう注意が必要です｡
また､ 現在の予防接種対象年齢 (１歳から７歳半) で
ない方は､ 任意接種となり､ 費用は自己負担となります
のでご了承ください｡
�	
�� 保健福祉課保健係 �33-2111(内502)


���� 千葉県内 (千葉市・船橋市を除く) に居住
する母子家庭の母｡

� � 下記の受講料と教材費､ 交通費､ 食事代等
は自己負担となります｡

� � � � 各講座25名 (希望者多数の場合は､ 審査及
び抽選になります｡)

����� 申込書に記入し郵送でお申し込みください｡
申込書は各市町村役場の母子福祉担当課､
または各支庁社会福祉課で配布します｡

����� １月16日 (金) 必着
�	
�������

〒260-0856
千葉市中央区亥鼻２－１０－９
財団法人 千葉県母子寡婦福祉連合会
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就職してすぐに社内文書や帳票が作れるよう､
実践的なワード・エクセル・インターネット
と実務を関連付けて学びます｡

２/23～３/12
９:20～16:00

受講料 １万円
教材費 500円

(学)秋葉学園
千葉情報経理専門学校
◆京成千葉中央駅徒歩１分

�����
������
訪問介護員２級取得｡ 老人・障害福祉施設や
病院での介護業務､ 訪問介護業務ができる職
業能力を養成します｡

通学２/23～３/３
実習３/４～３/26
の内４日間

９:30～16:30

受講料 ３万円
教材費 8,000円

三幸福祉カレッジ千葉校
◆ＪＲ京成千葉駅徒歩３分



� � 三遊亭小遊三 他
� � ２月８日 (日)

開場14：00 開演14：30
��� 青少年センター・ホール
��	 前売券 一 般 1,500円

65歳以上 1,000円
当日券 一 般 2,000円

65歳以上 1,500円
※前売りで完売した場合､
当日券はございません｡
【１月６日�から青少年
センターで取扱います｡】


��
��

�����：生涯学習課

�33－2111 (内422)

公職選挙法が改正され､ 介護保険
の要介護度５の認定を受けている方
は自宅で投票することができるよう
になりました｡
���� (家族等による申請でも可)
������� !"�#�

身体障害者手帳を持って選挙管理
委員会(総務課)へお越しください｡
○体幹移動機能､ 両下肢の障害が
１級または２級の方

○心臓､じん臓､呼吸器､膀胱､直腸
の障害が１級または３級の方

$%&'()*+,�-."�#�

介護保険被保険証を持って選挙管
理委員会(総務課)へお越しください｡
����� 選挙管理委員会 (総務課)

�33-2111(内221)

上代ちえ子さん (浜宿) から､ 子
育て支援に役立ててほしいと10万円
の寄付をいただきました｡ このお金
は有効に使わせていただきます｡

� � １月15日�午後２時～４時
��� ホテル サニーインむかい

�３３－２１３３
/01 ｢特産品開発と地域活性化｣
～道の駅とみうら・枇杷倶楽部の
経営手法と町おこし～

2 3 富浦町総務課長 加藤文男 氏
456 無料
7 8 どなたでも参加できます｡
����� 白子町商工会�33-2517

｢白子町地域活性化研究会｣ では､
“特産品の開発などを研究してみよ
う”､“何でもいいから儲けたい”
というやる気のあるメンバーを募集
しています｡ ２か月に１回勉強会を
開催していますので､ 興味のある方
はどなたでも構いませんので一度お
越しください｡ 次回の勉強会は１月
22日�午後７時から白子町商工会館
で実施します｡
����� 白子町商工会 �33-2517

茂原税務署では平成15年分の所得
税を9:;<=>,?@�A"?B
CD�E!"�#��F�"GHIJ

KLMNOPQ�-.#RB*�S

TPQ�SU�-.Q.VCW
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�
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また､ 茂原税務署では１月５日�

から申告書作成のためのアドバイス
と申告書の受付を行っていますので
お気軽にご相談ください｡
申告書は税務署の窓口のほかに､
郵送や税務署の時間外収受箱に投函
しても提出できます｡

町では設備改善資金を借り入れた
町内で営業する中小企業者に対し､
利子の補給をしています｡
概要については ｢借入対象額５千
万円を限度額とし､ 利子補給率は利
率４％を上限にその２分の１以内､
借入日から５年間の補給とする｣ な
どですが､ 詳細については役場商工
観光課か白子町商工会へお問合せく
ださい｡
役場商工観光課 �33-2111(内252)
白子町商工会 �33-2517

普通郵便物は､ 万一事故があって
も損害賠償の対象になりませんので
ご注意ください｡ 現金や宝石など貴
重品は､ 必ず書留でお出しください｡
書留としてお出しになる際は時価ま
たは損害要償額をお申し出ください｡

齊藤勇氏(65)白子町五井１７２５
が任期満了により､再任されました｡

������ (��)

� �� �����	

����

��������	


��
����

������������

XYZ[\]

�� !"#$%&'(

) * + , -

./�0123455
6789:
;<=

>?@A�BCDEF

^_`ab`_

TKc/defghijNOklmnU



� � １月17日�・２月21日�

３月27日� 10:00～12:00
��� 青少年センター 会議室
� � 糸を使い､糸からくり､体操
人形､ 剣道人形など動くものを作る｡
� � 小学生
	
��
 筆記用具､ はさみ､

接着剤 (木工､ 紙用)
���� 30名 (先着順)
※１月７日�から募集し､ 定員にな
りしだい締め切ります｡
����������

生涯学習課 �33-2111 (内422)

転倒予防や運動機能を維持するた
め､スポーツトレーナーの指導で運動
器具を使い､筋力アップや体の柔軟性・
筋肉バランスを強化する軽体操や運
動を取り入れ機能訓練を行います｡
� � １月15日�から毎週木曜日

午後８時～９時
��� 関ふれあいセンター
� � 40歳以上の方
� � 30名 (参加費 無料)
���������

保健福祉課 福祉係

�33-2111 (内180・181)

� � ２月22日� 10時～15時
��� 千葉県教育会館本館303会議室
� � 資産運用と円満相続のしかた
� � 茂木 一晃
� � 100名(申込順)受講料無料
��� 電話またはＦＡＸで
���������

�千葉県福祉ふれあい財団長寿課

�０４３－２２１－７４４８
��� �������			
���
��
�

���������

� � ２月１日� 9:00～
※雨天中止

��� 中里サニーコート
!"# 500円(保険料・ボール代)
!"$% 中学生以上の町民
��� 男女別２人１組で教育委員

会へお申し込みください｡
(１人でも可)

&'( １月23日�

����������

生涯学習課 �33-2111 (内421)

日本損害保険協会では､ 交通事故
の解決で困っている方のために ｢自
動車保険請求相談センター｣ を設置
し､ 自動車損害賠償責任保険と任意
自動車保険の請求について無料相談
を行っています｡
)*+ 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～５時
,-.)*+ 水曜日 午後1時～4時

(予約制・面談のみ)
まずは電話で！ �043-284-7955
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１位 鈴木・吉野 組 美留町・石渡 組 吉井・三橋 組

２位 篠宮・小高 組 御園・大矢 組 渡辺・石井 組

３位 勘定・長島 組 河野・千葉 組 渡辺・今井 組

３位 古山・市原 組 桜田・斉藤 組 板倉・鵜澤 組

./0123456787�9:;<
:;<=>? @ A +

千葉県最低賃金 ����
B:;CDE

平成14年10月４日

産
業
別
最
低
賃
金

調味料製造業(1) ���� 平成15年12月25日

鉄鋼業 ���� 平成15年12月25日

一般機械器具製造業(2) ���� 平成15年12月25日
電気機械器具・情報通信機械器具・
電子部品・デバイス製造業(3) ���� 平成15年12月25日

精密機械器具製造業 ���� 平成15年12月25日

各種商品小売業 �	��
B:;CDE

平成14年12月25日

自動車(新車)小売業 ���� 平成15年12月25日

注 (1)は味そ製造業を除く｡
(2)は事務用・サービス用・民生用機械器具製造業､ その他の機械・同部分品
製造業､ 建設機械・鉱山機械製造業のうち建設用ショベルトラック製造業
及び縫製機械製造業のうち毛糸手編機械製造業を除く｡

(3)は電球・電気照明器具製造業及び電気計測器製造業を除く｡
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���� 内科・小児科 茂原市八千代1－5－4 (茂原消防署のうら)
���� 午後８時～11時まで �２４－１０１１
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